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は
じ
め
に

　
明
朝
は
、
対
外
施
策
に
お
い
て
、
単
な
る
武
力
に
よ
る
威
圧
や
平

和
的
な
外
交
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
多
様
な
方
法
を
模
索
し
た
王
朝
で

あ
る
。
平
和
的
な
政
策
で
は
、「
海
禁
」
と
「
礼
制
」
と
い
う
二
つ

の
手
段
が
用
い
ら
れ
た
。
早
く
も
明
代
初
期
に
お
い
て
、
太
祖
朱
元

璋
は
戦
乱
で
荒
廃
し
た
中
国
を
復
興
す
る
た
め
、
諸
外
国
に
手
を
出

す
の
で
は
な
く
、
内
政
面
に
集
中
す
る
と
決
め
た
。
彼
は
外
国
の
領

土
や
物
資
が
明
朝
の
隆
盛
の
要
因
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
明
朝
の

歴
代
皇
帝
が
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
『
皇
明
祖
訓
』
を
発
布
し
、 

周
辺
の
一
五
ヵ
国
を
「
不
征
服
の
国
」
と
認
め
た
。
そ
れ
に
準
じ

て
、
倭
寇
の
略
奪
や
海
商
の
勝
手
な
貿
易
を
禁
じ
る
た
め
に
、「
海

禁
」
と
い
う
沿
海
部
に
対
す
る
禁
令
を
布
い
た
。
一
五
世
紀
以
降
、

第
三
代
皇
帝
の
朱
棣
（
永
楽
帝
）
が
即
位
す
る
と
、
彼
は
朝
鮮
や
日

本
と
い
っ
た
周
辺
諸
国
の
国
王
を
冊
封
し
た
り
（
１
）
、
宦
官
で
あ
る
鄭
和

を
南
海
に
派
遣
し
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
朝
貢
を
促
し
た
り
す
る
な

ど
、
積
極
的
な
対
外
政
策
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
明
代
の
朝
貢
制
度

は
、
冊
封
制
度
と
と
も
に
、
中
国
伝
統
の
儀
礼
制
度
で
あ
る
「
賓
礼
」

に
基
づ
い
て
い
た
。
遠
方
か
ら
来
朝
し
た
外
国
使
節
に
融
和
的
に
対

応
す
る
た
め
、
朝
貢
を
受
け
る
代
わ
り
に
礼
品
を
下
賜
す
る
回
賜
が

行
わ
れ
、
原
則
と
し
て
、
諸
外
国
は
明
朝
の
儀
礼
制
度
に
従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
礼
制
」
で
あ
る
。

　
近
年
の
明
代
の
礼
制
研
究
に
関
し
て
は
、
岩
井
氏
（
２
）
（
二
〇
〇
五
）

や
上
田
氏
（
３
）

（
二
〇
一
三
）
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
現
状
、
冊
封
・

研
究
ノ
ー
ト

明
代
の
使
節
賜
宴
と
宴
使
礼

謝
　
　
　
弘
　
睿
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朝
貢
制
度
に
つ
い
て
は
十
分
な
研
究
的
基
盤
が
築
か
れ
て
い
る
も
の

の
、
朝
貢
制
度
の
延
長
線
上
に
お
け
る
使
節
賜
宴
に
関
し
て
は
、
ま

だ
研
究
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
。
内
田
・
高
瀬
・
池
谷
氏
（
４
）（
二
〇
〇
九
）

は
琉
球
使
節
の
入
京
後
の
経
緯
を
考
察
し
て
お
り
、
一
拝
・
五
拝
三

叩
頭
の
儀
礼
と
、
宦
官
・
礼
部
官
の
出
席
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

米
谷
氏
（
５
）
（
二
〇
一
三
）
は
明
朝
に
お
け
る
粛
拝
・
引
見
儀
礼
に
つ
い

て
検
討
し
、
行
礼
に
よ
り
「
中
華
秩
序
」
が
体
感
で
き
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
は
、
使
節
賜
宴
で

行
わ
れ
る
儀
礼
を
「
宴
使
礼
」
と
定
義
し
、
明
朝
外
交
史
の
枠
組
み

に
お
い
て
、
使
節
賜
宴
の
意
義
と
宴
使
礼
の
儀
礼
的
作
法
を
考
察
す

る
。

一
　
宴
使
礼
の
位
置
と
規
定

　
明
代
の
礼
制
は
、
す
で
に
洪
武
初
年
に
創
出
さ
れ
て
い
る
。
洪
武

二
（
一
三
六
九
）
年
八
月
か
ら
洪
武
三
（
一
三
七
〇
）
年
九
月
ま
で
、

徐
一
夔
な
ど
の
儒
学
者
が
朱
元
璋
の
勅
命
を
受
け
、
明
代
最
初
の
礼

書
で
あ
る
『
大
明
集
礼
』
を
編
纂
し
た
。
こ
れ
は
、「
吉
嘉
軍
賓
凶
」

と
呼
ば
れ
る
「
五
礼
」
を
主
と
し
つ
つ
、
他
の
諸
礼
式
も
含
む
全

五
〇
巻
か
ら
な
る
礼
書
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、「
賓
礼
」
条
は
「
蕃

王
朝
貢
」（
外
国
国
王
が
明
朝
へ
朝
貢
に
く
る
）・「
蕃
使
朝
貢
」（
外

国
使
節
が
明
朝
へ
朝
貢
に
く
る
）・「
遣
使
」（
明
朝
が
外
国
へ
使
節

を
派
遣
す
る
）
の
三
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、

い
わ
ゆ
る
冊
封
と
朝
貢
と
い
う
儀
礼
制
度
は
、
基
本
的
に
賓
礼
に
基

づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
明
朝
の
対
外
施
策
は

現
代
の
「
外
交
」
概
念
と
は
全
く
異
な
り
、
外
国
を
従
属
国
と
認
め

た
後
、
君
臣
の
礼
を
通
し
て
上
下
関
係
（
君
臣
関
係
）
を
定
め
る
。

さ
ら
に
、「
蕃
使
朝
貢
」
条
で
は
、
お
も
に
進
貢
礼
と
宴
使
礼
と
い

う
二
つ
の
儀
礼
が
存
在
す
る
。
進
貢
礼
と
は
、
外
国
使
節
が
明
朝
皇

帝
に
「
表
文
」（
国
書
）
と
「
方
物
」（
献
上
品
）
を
進
呈
し
、
様
々

な
跪
拝
や
叩
頭
の
儀
礼
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
の
宴
使
礼
で

は
、
遠
方
か
ら
苦
労
し
て
来
訪
し
た
外
国
使
節
を
慰
労
す
る
た
め
に

宴
会
で
歓
待
し
、
そ
こ
で
様
々
な
儀
礼
を
行
い
君
臣
関
係
を
強
調
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
宴
使
礼
は
宗
主
国
で
あ
る
明
朝
と
従
属
国
で
あ

る
諸
蕃
国
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
の
重
要
な
儀
礼
制
度
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　
宴
使
礼
に
つ
い
て
は
、『
大
明
集
礼
』
巻
三
一
賓
礼
二
錫
（
＝
賜
）

宴
儀
注
条
（
６
）

に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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図
一
：
宴
使
礼
の
図
式
（『
大
明
集
礼
』
巻
三
一
賓
礼
二
錫
宴
儀
注

を
参
照
）

蕃
使
進
貢
及
叅
見
畢
。
禮
部
官
奏
奉
聖
㫖
，
錫
宴
於
會
同
館
。

（
中
略
）
使
者
自
西
階
升
，
立
于
西
偶
（
隅
）
。
奉
㫖
官
立
于

御
酒
案
之
東
。
稱
「
有
制
」
。
使
者
望
闕
跪
聴
宣
制
。
畢
，
賛

禮
唱
「
鞠
躬
、
拜
、
興
、
拜
、
興
、
平
身
」
。
使
者
鞠
躬
、拜
、
興
、

拜
、
興
、
平
身
。
奉
㫖
官
舉
杯
酌
酒
，
授
使
者
飲
，
北
靣
同
跪
。

使
者
飲
畢
，
賛
禮
唱
「
鞠
躬
、
拜
、
興
、
拜
、
興
、
平
身
」
。

使
者
鞠
躬
、
拝
、
平
身
。
賛
禮
引
使
者
及
奉
㫖
官
各
就
席
坐
。

（
訳
文
）
蕃
使
が
貢
物
を
持
参
し
、
謁
見
を
終
え
る
と
、
礼
部

官
が
聖
旨
を
奏
奉
し
、
会
同
館
で
宴
会
を
催
す
。（
中
略
）
使

者
は
西
の
階
段
か
ら
上
が
り
、
西
隅
に
立
つ
。
奉
旨
官
は
御
酒

の
案
の
東
に
立
ち
、「
有
制
」と
称
し
た
。使
者
は
皇
宮
に
向
か
っ

て
跪
い
て
聖
旨
を
聞
く
。
儀
式
が
終
わ
る
と
、賛
礼
は
「
鞠
躬
、

拝
、
興
、
拝
、
興
、
平
身
」
と
唱
え
る
。
使
者
は
鞠
躬
、
拝
、
興
、

拝
、
興
、
平
身
を
す
る
。
奉
旨
官
は
杯
を
持
ち
上
げ
て
酒
を
注

ぎ
、
使
者
に
飲
ま
せ
、
北
向
き
で
跪
く
。
使
者
が
飲
み
終
え
る

と
、
賛
礼
は
「
鞠
躬
、
拝
、
興
、
拝
、
興
、
平
身
」
と
唱
え
る
。

使
者
は
鞠
躬
、
拝
、
興
、
拝
、
興
、
平
身
を
す
る
。
儀
式
が
終

わ
る
と
、
使
者
と
奉
旨
官
は
各
自
席
に
着
く
。
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使
節
賜
宴
の
場
所
は
、
都
城
（
南
京
、
あ
る
い
は
遷
都
後
の
北
京
）

に
位
置
す
る
会
同
館
で
あ
る
。
会
同
館
と
は
、
外
国
使
節
が
宿
泊
す
る

客
舎
や
朝
貢
貿
易
所
を
備
え
、使
節
賜
宴
を
開
催
す
る
場
所
で
あ
る
。

  

具
体
的
な
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
鞠
躬
二
拝
礼
を
行
な
う

が
、皇
帝
は
使
節
賜
宴
に
出
席
し
な
い
た
め
、使
節
は
皇
宮
に
向
か
っ

て
遥
拝
礼
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る「
望
闕
礼
」

で
あ
る
。
洪
武
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
大
明
集
礼
』
で
は
、
当
時
の

応
天
府
（
南
京
）
皇
城
は
会
同
館
の
北
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
宴

使
礼
で
の
望
闕
礼
は
北
の
皇
城
に
向
か
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
永
楽
時
代
に
北
京
へ
遷
都
さ
れ
る
と
、
会
同
北
館
は
皇
城
の
正

東
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
り
、望
闕
礼
の
方
向
に
も
変
化
が
生
じ
た
。

  

な
お
、『
大
明
集
礼
』
に
は
宴
会
の
主
催
者
に
つ
い
て
の
詳
細
な

記
述
は
な
い
が
、
万
暦
『
大
明
会
典
（
７
）

』
に
よ
れ
ば
、
一
五
世
紀
の
永

楽
時
代
以
降
、
宦
官
や
文
武
官
が
使
節
賜
宴
に
参
加
し
始
め
て
外
交

が
活
発
化
し
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
外
国
使
節
が
明
朝
に
訪
れ
、
使

節
賜
宴
は
最
終
的
に
二
回
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
８
）
。

  

以
上
、
明
朝
側
の
史
料
を
使
用
し
て
、
明
代
初
期
の
宴
使
礼
の
規

定
を
検
討
し
た
。
他
方
で
、
儀
礼
現
場
に
関
し
て
は
明
朝
側
の
史
料

が
欠
け
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
史
料
を
参
照
し
な
が
ら
検
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

朱
棣
の
崩
御
後
、
明
朝
の
積
極
的
な
対
外
姿
勢
は
徐
々
に
収
束
し

た
。
正
統
一
四
（
一
四
四
九
）
年
、
朱
祁
鎮
（
正
統
帝
）
が
親
征
で

大
敗
し
、
オ
イ
ラ
ト
の
エ
セ
ン
に
捕
虜
に
さ
れ
る
と
い
う
「
土
木
堡

の
変
」
が
勃
発
し
た
後
、
明
朝
の
軍
事
施
策
も
防
衛
態
勢
に
移
行
し

た
。
そ
の
後
、
景
泰
四
（
一
四
五
三
）
年
九
月
二
六
日
に
、
九
隻
の

遣
明
船
を
率
い
て
朝
貢
に
き
た
日
本
正
使
で
あ
る
東
洋
允
澎
が
北
京

に
到
着
し
、
一
〇
月
一
七
日
と
二
か
月
後
の
一
二
月
二
五
日
に
会
同

館
の
使
節
賜
宴
に
参
加
し
た
。

十
七
日
上
命
設
茶
飯
於
本
館
。
以
享
日
衆
。
内
官
一
員
。
幷
礼

部
侍
郎
光
伴
。
倡
優
伎
術
。
事
々
驚
人
。（
中
略
）
廿
五
日
日

衆
三
百
餘
員
。
就
本
館
賜
茶
飯
（
９
）

。

（
訳
文
）
一
七
日
に
、
本
館
で
茶
飯
の
催
し
を
行
う
よ
う
に
命

じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
多
く
の
日
本
人
を
招
待
す
る
た
め
の
も
の

で
、
宦
官
の
一
人
と
礼
部
侍
郎
の
光
伴
も
招
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
才
能
豊
か
な
芸
能
者
た
ち
も
出
演
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
驚
い
た
。（
中
略
）
二
五
日
、
三
〇
〇
人
以
上
の
日
本
人
が

本
館
に
集
ま
り
、
茶
飯
が
供
さ
れ
た
。

　
簡
略
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
。

第
一
に
、
日
本
使
節
へ
の
賜
宴
は
北
京
到
着
後
と
出
発
前
の
二
回
、

お
よ
び
開
催
場
所
は
会
同
館
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
第
二
に
、
明
朝
の
規
定
上
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
官
員
が
出
席
可
能

と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
宦
官
と
礼
部
侍
郎
の
「
相
伴
」
だ
け

が
記
さ
れ
る
の
が
意
味
深
長
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、

宴
会
の
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
本
史
料
に
は
記
載
が
無
い
。
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二  
嘉
靖
時
代
に
お
け
る
宴
使
礼
の
変
遷

　
嘉
靖
一
二
（
一
五
三
三
）
年
、
皇
太
子
誕
生
の
慶
祝
の
た
め
に
、

朝
鮮
使
節
蘇
世
譲
が
進
賀
使
と
し
て
北
京
に
派
遣
さ
れ
、
翌
年
閏
二

月
一
三
日
お
よ
び
二
六
日
に
会
同
館
宴
に
参
加
し
た
。

三
日（
一
三
日
）、晴
。
赴
下
馬
宴
於
會
同
館
。
押
宴
太
監
黃
錦
・

禮
部
尚
書
夏
言
、
乗
轎
入
來
。
即
於
階
前
拱
立
迎
入
。
精
膳
司

員
外
郎
毛
潔
亦
來
。
序
班
等
引
立
階
上
、
行
望
闕
五
拜
。
又
進

尚
書
前
、
行
再
拜
禮
後
、
各
就
位
設
宴
。

六
日
（
二
六
日
）、赴
上
馬
宴
於
會
同
館
、夏
尚
書
及
太
監
麦
福
、

承
命
押
宴
。
儀
如
下
馬
宴（
（1
（

。  

（
訳
文
）
三
日
（
一
三
日
）、
晴
。
会
同
館
で
の
下
馬
宴
に
出
席

し
た
。
押
宴
を
担
当
し
た
太
監
黃
錦
と
礼
部
尚
書
夏
言
は
、
輿

で
到
着
し
た
。
彼
ら
を
階
段
前
で
礼
を
し
て
迎
え
た
。
ま
た
、

精
膳
司
員
外
郎
で
あ
る
毛
潔
も
出
席
し
た
。
序
班
に
従
っ
て
階

段
上
に
引
か
れ
、
宮
城
に
向
か
っ
て
五
拝
礼
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
礼
部
尚
書
の
前
に
進
み
、
再
び
拝
礼
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
席
に
着
席
し
た
。

六
日
（
二
六
日
）
は
、
会
同
館
で
の
上
馬
宴
に
出
席
し
た
。
礼

部
尚
書
夏
言
と
太
監
麦
福
が
命
令
を
承
り
宴
会
を
主
催
し
た
。

儀
式
は
下
馬
宴
と
同
様
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
明
初
の
宴
使
礼
と
は
異
な
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

第
一
に
、
宴
会
の
司
会
官
と
し
て
宦
官
と
礼
部
官
が
定
着
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
て
、
そ
の
官
職
は
注
目
に
値
す
る
。
宦
官
で
は
御
用
監

太
監
（
正
四
品
）
で
あ
る
黄
錦
が
出
席
し
た
。
彼
は
後
に
朱
厚
熜
（
嘉

靖
帝
）
に
寵
愛
さ
れ
て
二
〇
年
間
の
う
ち
に
内
府
の
ト
ッ
プ
の
司
礼

監
太
監
と
、
特
務
機
構
で
あ
る
東
廠
の
長
官
を
兼
任
し
た（
（1
（

。
礼
部
官

は
、「
大
礼
の
議
」
に
よ
り
手
柄
を
立
て
て
礼
部
最
高
職
の
礼
部
尚

書
（
正
二
品
）
に
昇
っ
た
夏
言
で
あ
る
。
彼
は
さ
ら
に
五
年
後
、
外

朝
官
制
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
内
閣
首
補
に
昇
進
し
た
。
つ
ま
り
、
今
回

使
節
賜
宴
に
赴
い
た
二
人
の
官
僚
は
、
い
ず
れ
も
朱
厚
熜
の
信
任
を

得
て
、官
僚
人
生
の
上
昇
期
に
あ
っ
た
人
物
た
ち
で
あ
る
。
第
二
に
、

宴
使
礼
は
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
。
宴
会
の
開
始
前
に
は
同
じ
よ
う

に
望
闕
礼
が
行
な
わ
れ
た
が
、儀
礼
作
法
が
鞠
躬
二
拝
礼
で
は
な
く
、

五
拝
礼
に
な
っ
た
。
五
拝
礼
と
は
、
外
国
使
節
が
朝
会
に
参
る
際
の

皇
帝
に
対
す
る
最
高
規
格
の
儀
礼
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
宴
会

の
終
わ
り
に
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
望
闕
礼
の
後
、
尚
書
に
対
し
て

二
拝
の
儀
礼
が
あ
る
。
な
お
、「
下
馬
宴
」
と
「
上
馬
宴
」
と
い
う

呼
称
に
つ
い
て
は
、
最
初
は
朝
鮮
史
料
に
現
れ
、
二
回
の
会
同
館
宴

を
区
別
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
明
朝
の
儀
礼
に
お
い
て
は
、
互
い
の
位
置
関
係
が
そ
れ
ぞ

れ
の
上
下
関
係
を
表
わ
す
特
徴
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
二
つ
の
史

料
を
利
用
し
て
補
足
的
に
説
明
す
る
。
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図
二
：
明
代
中
期
の
北
京
宮
城
周
辺
（『
ア
ジ
ア
の
海
の
古
琉
球
』

二
四
七
頁
）

    

一  
嘉
靖
一
六
（
一
五
三
七
）
年

禮
部
尚
書
嚴
嵩
先
入
，
余
等
祗
迎
于
階
下
。
少
頃
，
奉
命
太
監

黄
錦
繼
入
，
又
出
，
祗
迎
郎
於
階
上
。
隨
尚
書
之
後
，
望
闕
一

拜
三
叩
頭
。
又
入
大
廳
，
就
太
監
及
尚
書
前
再
拜
。
訖
，
各
就

東
西
宴
卓（
（1
（

。 

（
訳
文
）
礼
部
尚
書
厳
嵩
が
最
初
に
入
場
し
、
私
た
ち
は
階
段

下
で
彼
を
出
迎
え
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
奉
命
太
監
の
黄
錦
が

入
館
し
、
そ
の
後
、
再
び
（
館
を
）
出
て
、
私
た
ち
は
階
段
上

で
彼
を
出
迎
え
た
。
尚
書
の
後
ろ
に
従
っ
て
、
宮
城
に
向
か
っ

て
一
拝
三
叩
頭
を
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
大
広
間
に
入
り
、
太

監
と
尚
書
の
前
で
再
び
拝
礼
を
し
た
。
最
後
に
、
各
自
が
東
西

の
宴
席
に
着
席
し
た
。

    

二  

嘉
靖
一
八
（
一
五
三
九
）
年

尚
書
率
臣
等
西
向
行
望
闕
禮
後,

與
太
監
南
面
而
立
。
率
下
人

行
再
拜
。
禮
訖
。
分
東
西
而
坐（
（1
（

。

（
訳
文
）
尚
書
は
臣
下
と
共
に
西
を
向
い
て
望
闕
礼
を
行
っ
た

後
、太
監
と
共
に
南
を
向
い
て
立
っ
た
。
従
者
た
ち
と
共
に（
尚

書
と
太
監
に
）
二
拝
礼
を
行
い
、
礼
が
終
わ
る
と
、
東
西
に
分

か
れ
て
座
っ
た
。

　
史
料
一
に
よ
る
と
、
望
闕
礼
が
館
外
の
階
段
で
行
わ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
お
そ
ら
く
尚
書
と
太
監
が
階
段
の
上
、
使
節
が
階
段
の
下

に
立
ち
、と
も
に
遥
拝
礼
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
の
遥
拝
礼
に
つ
い
て
、

史
料
二
で
は
「
西
向
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
会
同
館
北
館
か

ら
西
の
宮
城
に
向
か
っ
て
行
う
の
で
あ
る
（
図
二
）。
ま
た
、
望
闕

礼
が
終
わ
り
、
大
広
間
に
入
る
と
、
行
礼
の
空
間
が
北
京
城
か
ら
会

同
館
内
へ
と
変
わ
り
、
礼
儀
も
変
化
し
た
。
尚
書
と
太
監
は
よ
り
高

い
地
位
で
あ
る
北
に
立
ち
、南
に
立
つ
使
節
た
ち
の
行
礼
を
受
け
る
。

中
国
の
伝
統
的
な
認
識
と
し
て
、「
南
面
称
尊
、
北
面
称
臣
」（
南
に

向
か
っ
て
尊
と
称
え
、
北
に
向
か
っ
て
臣
と
称
え
る
）
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
陽
の
方
角
で
あ
る
南
に
面
す
る
こ
と
が
尊
位

を
示
す
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
互
い
の
位
置
関
係
は
北
と
南
と

い
う
上
下
関
係
に
戻
っ
た
。
最
後
に
、
着
席
し
た
後
、
使
節
と
明
朝

官
員
は
東
と
西
に
分
か
れ
て
座
る
。
そ
の
点
は
『
大
明
集
礼
』
の
規

定
に
合
致
す
る
。
つ
ま
り
、
行
礼
の
際
に
は
、
会
同
館
を
軸
と
し
て
、

館
の
外
で
は
君
臣
の
礼
を
行
い
、
館
の
内
で
は
官
僚
の
礼
を
行
う
の

で
あ
る
。
な
お
、
同
じ
時
代
に
お
い
て
も
、
望
闕
礼
に
は
五
拝
礼
だ

け
で
は
な
く
、
上
記
の
「
一
拝
三
叩
頭
」
の
例
も
散
見
さ
れ
る
。

三
　
嘉
靖
～
万
暦
期
に
お
け
る
遥
拝
礼
の
変
化

　
日
本
使
節
は
「
寧
波
の
乱
」
後
、
久
方
ぶ
り
に
こ
の
時
期
に
入
貢

し
て
お
り
、
彼
ら
の
記
録
に
よ
り
、
当
時
代
の
宴
使
礼
を
補
足
す
る
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こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
嘉
靖
一
八
（
一
五
三
九
）
年
に
日
本
が
派
遣
し
た
使
節
は
、
翌
年

に
は
北
京
に
入
り
、三
月
一
八
日
に
会
同
館
宴
に
参
加
し
た
。
例
の
、

太
監
・
礼
部
官
の
出
席
や
一
拝
三
叩
頭
礼
の
ほ
か
、
初
め
て
「
天
子

座
」
と
い
う
言
葉
が
現
れ
る
。

當
內
禁
之
方
、
右
方
飾
天
子
座）
（4
（

。

（
訳
文
）宮
城
の
方
角
に
当
た
る
所
、右
の
方
に
天
子
座
を
飾
る
。

　
会
同
館
で
は
「
天
子
座
」
が
設
置
さ
れ
、
礼
部
と
太
監
が
使
節
と

と
も
に
天
子
座
を
前
に
遥
拝
礼
を
行
っ
た
。
天
子
座
と
は
、
皇
帝
し

か
座
れ
な
い
御
座
の
こ
と
で
あ
る）
（5
（

。
使
節
賜
宴
の
現
場
に
お
い
て
皇

帝
を
指
し
示
す
も
の
を
設
置
す
る
こ
と
は
意
味
深
長
で
あ
る
。
た
だ

し
、
天
子
座
の
設
置
に
関
す
る
史
料
は
こ
れ
以
外
に
存
在
せ
ず
、
現

時
点
で
は
そ
の
正
体
を
裏
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
副
使

で
あ
る
策
彦
周
良
の
記
録
に
よ
る
と
、
嘉
靖
一
九
年
四
月
二
六
日
条

に
「
送
茶
飯
」
が
あ
り
、
策
彦
自
身
は
病
気
の
た
め
参
加
し
て
い
な

か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
二
次
賜
宴
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
万
暦
二
（
一
五
七
四
）
年
、
朝
鮮
聖
節
使
と
と
も
に
明
朝
に
派
遣

さ
れ
る
書
状
官
の
許
篈
が
入
明
の
経
緯
を
記
録
し
て
い
る
。
今
回
の

会
同
館
賜
宴
で
は
、
遥
拝
礼
の
際
に
「
龍
亭
」
が
設
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

堦
之
西
設
龍
亭
一
坐
，
尚
書
率
余
等
一
拝
三
叩
頭）
（6
（

。

（
訳
文
）
階
段
の
西
に
一
台
の
龍
亭
を
設
け
、
尚
書
は
私
た
ち

と
共
に
一
拝
三
叩
頭
を
行
礼
す
る
。

　
嘉
靖
時
代
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
一
拝
三
叩
頭
が
行
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
場
合
は
、
遙
拝
礼
を
行
う
際
に
、
階
段
の

西
に
「
龍
亭
」
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ほ
か
に

も
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
尚
書
が
司
会
を
す
る
一
方
で
、
嘉
靖
時
代

に
活
躍
し
て
い
た
太
監
の
姿
は
み
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
在
外
宦
官
の

撤
回
や
外
事
参
与
の
低
調
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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図
三
：
入
明
使
節
の
記
録
に
よ
る
遥
拝
礼
の
変
化

　
宴
使
礼
で
の
「
龍
亭
」
と
い
え
ば
、『
大
明
集
礼
』
巻
三
一
賓
礼

二
錫
宴
儀
注
条
で
礼
部
に
よ
り
午
門
に
設
け
ら
れ
、
御
酒
を
載
せ
る

も
の
を
指
す
。
ま
た
、
同
史
料
の
「
遣
使
開
詔
儀
注
」
に
よ
る
と
、

使
節
を
外
国
に
派
遣
す
る
際
に
、
詔
書
（
外
国
国
王
へ
の
国
書
）
を

龍
亭
に
入
れ
た
記
録
が
あ
る（
（1
（

。
使
節
賜
宴
で
龍
亭
を
設
け
る
の
は
、

皇
帝
の
臨
場
感
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
遥
拝
礼
の
儀

礼
作
法
に
龍
亭
や
天
子
座
と
い
っ
た
要
素
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
皇
帝
が
親
臨
す
る
雰
囲
気
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
万
暦
三
二
（
一
六
〇
四
）
年
、
朝
鮮
聖
節
使
が
万
寿
聖
節
の
お
祝

い
の
た
め
に
明
朝
に
赴
い
た
。
そ
の
使
節
の
記
録
に
は
、「
筵
宴
式
」

（
宴
使
礼
）の
や
り
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
よ
り「
闕
牌
」

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

先
於
聴
上
設
闕
牌
，尚
書
率
一
行
員
役
行
五
拜
三
叩
頭
禮
。
訖
，

撤
闕
牌（
（1
（

。

（
訳
文
）
ま
ず
は
正
庁
に
闕
牌
を
設
け
る
。
尚
書
は
諸
役
者
と

と
も
に
五
拝
三
叩
頭
礼
を
行
っ
た
。
終
わ
る
と
、
闕
牌
を
撤
す

る
。

　
闕
牌
と
は
闕
字
牌
と
も
い
い
、
皇
宮
を
指
す
「
闕
」
の
字
を
刻
ん

だ
木
牌
で
あ
る
。「
闕
牌
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、『
朝
鮮
王
朝

実
録
』
世
宗
六
（
一
四
二
四
）
年
九
月
一
日
条
が
初
出
で
あ
る
。
当

時
、
朱
棣
（
永
楽
帝
）
が
北
元
へ
の
遠
征
で
崩
御
し
た
こ
と
は
朝
鮮

に
伝
え
ら
れ
、
朱
棣
を
弔
う
挙
哀
礼
が
行
な
わ
れ
た
。
儀
礼
の
最
初

に
殿
内
に
闕
牌
を
設
け
、
そ
の
後
、
そ
の
闕
牌
を
前
に
一
連
の
儀
礼

が
行
な
わ
れ
る（
（1
（

。
つ
ま
り
、
闕
牌
は
朝
鮮
に
と
っ
て
明
朝
を
象
徴
す

る
仮
想
空
間
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
儀
礼
を
行
な
う
こ
と
で
明

朝
へ
の
事
大
を
示
す
の
で
あ
る
。

　
嘉
靖
～
万
暦
時
代
の
宴
使
礼
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
ろ
う
。
第
一
に
、
嘉
靖
・
隆
慶
期
に
お
け
る
宦
官
権
限
の
抑
制

に
よ
り
、
太
監
は
司
会
官
か
ら
姿
を
消
し
た
。
第
二
に
、
跪
拝
儀
礼

で
は
一
拝
三
叩
頭
と
五
拝
三
叩
頭
が
混
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
新

た
に
天
子
座
・
龍
亭
・
闕
牌
が
設
置
さ
れ
、
望
闕
礼
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

お
わ
り
に

  

本
稿
で
は
、
明
朝
の
対
外
礼
制
で
あ
る
賓
礼
に
基
づ
い
た
使
節
賜

宴
の
分
析
を
通
し
て
、
宴
使
礼
の
創
出
・
変
化
の
過
程
に
つ
い
て
検

討
し
た
。

　
本
稿
の
考
察
に
基
づ
く
結
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
）
使
節

賜
宴
は
朝
貢
制
度
の
一
部
で
あ
り
、
宴
使
礼
は
明
代
対
外
儀
礼
で
あ

る
「
賓
礼
」
の
重
要
な
部
分
で
あ
っ
た
。
二
）
洪
武
年
間
で
は
、
礼

部
官
と
光
祿
寺
官
の
出
席
、
望
闕
鞠
躬
二
拝
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
。
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三
）
永
楽
～
嘉
靖
年
間
で
は
、
礼
部
尚
書
と
太
監
の
司
会
、
館
外
で

宴
会
の
開
始
と
終
わ
り
に
二
回
の
望
闕
五
拝
三
叩
頭
礼
、
館
内
で
司

会
官
へ
の
二
拝
礼
が
行
わ
れ
た
。
四
）
嘉
靖
～
万
暦
時
代
で
は
、
望

闕
礼
の
儀
礼
作
法
が
変
わ
り
、
天
子
座
・
闕
牌
・
龍
亭
な
ど
皇
帝
を

指
し
示
す
も
の
を
設
置
し
な
が
ら
行
礼
す
る
と
い
う
形
に
変
化
し

た
。
こ
の
変
更
の
背
景
に
、
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
か
に
つ
い
て

は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
今
後
の
研
究
に
譲
り
た
い
。

  

使
節
賜
宴
は
、
表
面
的
に
は
明
朝
の
賓
礼
制
度
の
一
環
で
あ
る
が
、

粛
拝
儀
礼
や
、
官
僚
と
宦
官
な
ど
重
要
な
問
題
の
交
点
で
も
あ
る
た

め
、
明
代
外
交
史
に
お
い
て
見
直
す
べ
き
問
題
と
し
て
、
今
後
は
よ

り
多
角
的
な
観
点
か
ら
深
く
研
究
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

参
考
文
献
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〇
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瀬
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古
琉
球
：
東
南
ア
ジ
ア
・
朝
鮮
・

中
国
』
榕
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。
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。
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司
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叢
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一
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節
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節
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史
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史
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司
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献
史
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編
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代
巻
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出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）。

（
明
）
徐
一
夔
『
大
明
集
礼
』
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

（
明
）
李
東
陽
・
申
時
行
、
万
暦
『
大
明
会
典
』
中
華
書
局
、

一
九
八
八
年
。

（
清
）
張
廷
玉
、『
明
史
』
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
。

策
彦
周
良
『
策
彥
和
尚
初
渡
集
』『
策
彥
和
尚
再
渡
集
』『
謙

斎
南
渡
集
』（
牧
田
諦
亮
『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』、
法
藏
館
、

一
九
五
五
～
五
九
年
）。

笑
雲
瑞
訢
著
、
村
井
章
介
・
須
田
牧
子
編
『
笑
雲
入
明
記
：
日
本
僧

の
見
た
明
代
中
国
』
平
凡
社
、
二
〇
一
〇
年
。

了
庵
桂
悟
『
壬
申
入
明
記
』（
牧
田
諦
亮
『
策
彥
入
明
記
の
研
究
』、

法
蔵
館
、
一
九
五
五
～
五
九
年
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中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所 

韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
、
明

実
録
、
朝
鮮
王
朝
実
録
、
清
実
録
資
料
庫
、『
朝
鮮
王
朝
実

録

』、https://hanchi.ihp.sinica.edu.tw
/m

ql/login.htm
l

（
二
〇
二
三
年
四
月
五
日
に
ア
ク
セ
ス
）。

林
基
中
『
燕
行
録
全
集
』
韓
国
東
国
大
学
、
二
〇
〇
一
年
。
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註（１
）  
す
で
に
建
文
年
間
に
朝
鮮
と
日
本
を
冊
封
し
て
い
る
が
、
皇
帝
位

の
変
更
の
た
め
再
び
遣
使
し
て
宣
言
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
岩
井
茂
樹
「
明
代
中
国
の
礼
制
覇
権
主
義
と
東
ア
ジ
ア
の
秩
序
」

『
東
洋
文
化
』
第
八
五
号 

、
二
〇
〇
五
年
、
一
―
三
〇
頁
。

（
３
）
上
田
信
『
シ
ナ
海
域
　
蜃
気
楼
王
国
の
興
亡
』
講
談
社
、

二
〇
一
三
年
。

（
４
）
内
田
晶
子
・
高
瀬
恭
子
・
池
谷
望
子
『
ア
ジ
ア
の
海
の
古
琉
球
―

東
南
ア
ジ
ア
・
朝
鮮
・
中
国
―
』
榕
樹
書
林
、
二
〇
〇
九
年
。

（
５
）
米
谷
均
「
日
明
・
日
朝
間
に
お
け
る
粛
拝
儀
礼
に
つ
い
て
」
中
島

楽
章
・
伊
藤
幸
司
編
『
寧
波
と
博
多
』
汲
古
書
院
、
東
ア
ジ
ア
海
域

叢
書
一
一
、
二
〇
一
三
年
。

（
６
）（
明
）
徐
一
夔
『
大
明
集
礼
』
巻
三
一
、
錫
宴
儀
注
。

（
７
）（
明
）
李
東
陽
、
万
暦
『
大
明
会
典
』
巻
一
〇
九
、
会
同
館
。「
永

楽
以
後
，
四
夷
來
朝
貢
者
，
欽
命
中
官
與
文
武
大
臣
，
或
學
士
等
官

待
宴
，
不
拘
員
數
。」

（
８
）（
明
）
李
東
陽
、
万
暦
『
大
明
会
典
』
巻
一
一
四
、
管
待
番
夷
土
官

筵
宴
。「
夷
土
官
筵
宴
及
四
夷
使
臣
土
官
人
等
進
貢
，
例
有
欽
賜
筵
宴

一
次
二
次
。（
中
略
）
若
使
臣
數
多
，
分
二
日
宴
。」

（
９
）
笑
雲
瑞
訢
『
笑
雲
入
明
記
』、
景
泰
四
（
一
四
五
三
）
年
一
七
日
、

廿
五
日
条
。

（
10
）
蘇
世
譲
『
陽
谷
赴
京
日
記
』
嘉
靖
一
三
（
一
五
三
四
）
年
閏
二
月

（
林
基
中
『
燕
行
録
全
集
』
二
冊
、
韓
国
東
国
大
学
、
二
〇
〇
一
年
、

第
四
〇
三
―
四
〇
五
頁
）。

（
11
）
明
）
王
世
貞
『
弇
山
堂
別
集
』
卷
四
、「
中
璫
之
久
貴
…
…
黃
錦
掌

司
禮
兼
督
東
廠
二
十
餘
年
。」

（
12
）
丁
煥
『
朝
天
録
』
嘉
靖
一
六
（
一
五
三
七
）
年
九
月
初
六
日
（
林

基
中
『
燕
行
録
全
集
』
三
冊
、
韓
国
東
国
大
学
、
二
〇
〇
一
年
、
第

一
一
〇
―
一
一
一
頁
）。

（
13
）
権
撥
『
朝
天
録
』
嘉
靖
一
八
（
一
五
三
九
）
年
一
一
月
（
林
基
中
『
燕

行
録
全
集
』
二
冊
、
韓
国
東
国
大
学
、
二
〇
〇
一
年
、
第
三
〇
四
―

三
〇
五
頁
）。

（
14
）
策
彦
周
良
『
策
彥
和
尚
初
渡
集
』
上
、
嘉
靖
一
九
（
一
五
四
〇
）

年
三
月
一
八
日
条
。

（
15
）
朱
『
行
観
中
国
』
の
一
四
四
頁
に
よ
れ
ば
、「
天
子
座
は
闕
牌
を
指

す
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
使
節
が
木
製
の
闕
牌
を
天
子
座

と
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
桑
野
「
高
麗
末
期
の
儀

礼
と
国
際
環
境
：
対
明
遥
拝
儀
礼
の
創
出
」
の
第
二
章
「
元
・
明
交

替
期
の
外
交
儀
礼
」
で
は
、
闕
牌
と
は
闕
字
牌
と
も
い
い
、「
闕
」
の

字
を
刻
ん
だ
木
牌
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
許
篈
『
朝
天
記
上
』
万
曆
二
（
一
五
四
七
）
年
八
月
（
林
基
中
『
燕

行
録
全
集
』
六
冊
、
韓
国
東
国
大
学
、
二
〇
〇
一
年
、
第
二
三
六
―

二
三
七
頁
）。

（
17
）（
明
）
徐
一
夔
『
大
明
集
礼
』
巻
三
二
、
遣
使
開
詔
儀
注
。「
使
者

捧
詔
書
由
奉
天
門
中
出
，
至
午
門
外
，
以
詔
置
龍
亭
中
。」

（
18
）
著
者
不
明
『
朝
天
日
録
』
万
曆
三
二
（
一
六
〇
四
）
年
（
林
基
中

『
燕
行
録
全
集
』
二
〇
冊
、
韓
国
東
国
大
学
、
二
〇
〇
一
年
、
第
八
三

―
八
四
頁
）。

（
19
）『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
世
宗
実
録
、
六
年
（
一
四
二
四
）
九
月
一
日
癸

酉
。「
大
行
皇
帝
擧
哀
議
註
：
前
期
，
有
司
設
闕
牌
於
勤
政
殿
當
中
南

向
，
設
香
案
於
其
前
（
後
略
）。」

（
本
学
博
士
後
期
課
程
）


